
平成２４年度山内中学校教育全体構想図

〇日本国憲法・新学習指 山 内 中 進んで学び 豊かに感じ 健康で 〇沖縄県教育振興基本計画・学校

導要領等 教育目標 ねばり強く主体的に判断・行動できる生徒 教育における指導の努力点・県

〇教育基本法・学校教育 学力向上主要施策「にぬふぁ星

法・学校教育施行規則 や：優しい心 ま：まじめな態度 プラン」・中頭指導行政方針

〇県教育委員会通知・市 めざす (人間関係形成・社会形成能力) (課題対応能力) 〇沖縄市教育目標・方針 ･人事行

学校管理規則 生徒像 う：美しい言葉 ち：挑戦する姿勢 政プロジェクト

(自己理解・自己管理能力) (キャリアプランニング能力)

めざす学校像 経営方針 めざす教師像
〇共感的な人間関係を育 〇信頼と和を基盤とした組織の共同実践により、学校教 〇専門的知識をそなえ、使命感をも

て、生徒一人ひとりの自 育目標の具現化を図る って常に指導改善を行う教師
己肯定感を育む学校 〇生徒、教師が互いに学び合い、伸び合う学校づくりに

〇自己決定の場を豊かにも 努める 〇生徒とのふれあいを大切にし、創

ち、夢の実現をめざす学 〇学校 OJT 等を活用し、教師力向上のための自己研鑽 意工夫を持って指導する教師
校 及び校内研修の推進

〇地域に根ざし、保護者・ 〇生徒・地域の実態に即し、常に評価・改善を図る 〇豊かな心を持ち、人間的魅力にあ
地域から信頼される学校 〇生徒・保護者・地域から信頼される開かれた学校づく ふれた教師

りに努める

重 ・新教育課程を実施 ･基礎的・基本的な知識・ ･すべての教育活動で生 ･教育課程全体にキャ ･楽しく安心できる学

点 し｢確かな学力｣を 技能の定着と学習意欲の 徒の言語能力を高め、 リア教育の視点を位 校をめざし、｢心の
目 向上させ｢生きる 向上や学習習慣の確立を 思考・判断・表現力等 置づけた取組の推進 居場所｣となる学級
標 力｣を育む 図る の育成を図る を図る をつくる

新しい伝統・学校づくり（進化する山内中）

柱 １．特色ある学校づくり ２．教師力の向上 ３．開かれた学校づくり
（新学習指導要領の全面実施） （校内研修・授業改善） （学校・家庭・地域の三者連携）

①キャリア教育の視点を踏まえた ①目標管理型評価システムの構築 ①市教育委員会指定学校支援地域
重 「確かな学力」の育成 本部事業の実施
点 ②「わかる授業」の構築による「確
取 ②学習を支える力の育成 かな学力」向上の取組 ②学校関係者評価及び公約・評価
組 ③個別教科経営案の作成及び実践 ・改善の説明責任
事 ③美しい言葉(言語活動の充実) ④学校OJTの推進と校内研修の充
項 ④不登校ゼロの取組 実 ③ 50 周年記念同窓会・関係者及び

⑤服務規律維持・協調的学校風土 関係機関とのネットワークによ
⑤文武両道の学校 の育成 る学校支援体制づくり

本年度の主要な教育計画

分 Ⅰ 確かな学力の向上 Ⅱ 豊かな心の育成 Ⅲ 健やかな体の育成 Ⅳ 信頼される学校づく
野 り

1 基礎的・基本的な知識 1「凡事徹底」の指導 1 生徒個々に危機回避能力 ①学校支援地域本部事業の
指 ・技能の確実な定着 の育成を図る 実施
導 2 課題を解決するための 2 意図的・計画的な体験 2 体育及び部活動等をとお ②学校便り・学校ＨＰ等に

の 思考力・判断力・表現 学習の推進 した体力づくりと不屈な よる学校情報の積極的な
方 力の育成 精神力の育成 発信・公表
針 3 学習に主体的に取り組 3 生徒一人ひとりに自己 3 当番・清掃・係活動、職 ③学校関係者評価の充実

む態度の育成 肯定感を育む 場体験学習等による勤労 ④地域人材バンクの整備と
観・職業観の育成 活用の推進

⑤地域連携担当教師を中心

主 ①学習指導の充実 ①生徒理解の充実 ①特別活動の充実 とした学校と地域の連携
要 ②総合的な学習の時間の ②心の教育の推進 ②キャリア教育の推進及び具 強化
な 充実 ③人権教育の充実 体目標を持たせる進路指導 ⑥月一回の「ノー部活動デ
取 ③特別支援教育の充実 ④教育相談の充実 の充実 ー」を中心とした家庭・

組 ④情報教育の推進 ⑤ボランティア・福祉活動 ③健康・安全教育の推進 地域との交流推進
事 ⑤読書活動の推進 の推進
項

家庭･地域との連携 公約･評価･公表の推進 計画･実践･評価･改善のサイクル


